
3
世 帯 数 ２万 4,858 （－ 21）
人　 口 ５万 5,792 （－ 80）
男 ２万 6,093 （－ 16）
女 ２万 9,699 （－ 64）

出　 生 53
死　 亡 116
転　 入 103
転　 出 111

（２月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

肥薩おれんじ鉄道・九州新幹線開業10周年記念イベント… ２
市民生活課等の休日窓口の開設………………………………３
原子力災害避難計画………………………………………４～５
公の施設の指定管理者が決定…………………………………８

2014（平成26年）
No. 96

主な内容

｢路上がステージに！」

（本町通り土曜祭会場にて　１月18日撮影）



会場：出水市多目的広場 芝生広場野外ステージ

■飲食・特産品販売
■ステージイベント

■ツルを送る歌謡大会

■出水特産品大抽選会
■花火打上

11:00
13:00

17:45

20:10

□お問い合わせ 梶原宣俊 080-1929-6017
主催：着物で武家屋敷を歩こう会実行委員会

出水
ふるさと
交流会
3.14（金）

第50回
ツルを送る
まつり

3.15（土）

□出水の江戸時代の雰囲気を残す
　武家屋敷群を着物で歩きませんか！
□9:00受付 11:00～12:00散策
　事前申込が必要です。申込締切 3月5日 (先着40名 )
　参加費：5,000円　着物と帯は差し上げます。
　（着付料を含む。履物、足袋、長襦袢はお貸しします。）

第1回着物で
武家屋敷を
歩こう会
3.15（土）

"アコースティック・スカ"をバンド・コンセプト
に活動するBON DXのライブや西田あい
歌謡ショー地元出身お笑いコンビや歌手に
よるライブなど内容盛り沢山です。

職場や団体対抗の歌謡大会です。

澄んだ夜空に打ち上がる花火は最高です。
※時間は予定です。10分程度の打ち上げです。

肥薩おれんじ鉄道・九州新幹線開業１０周年記念 イベント

出 水 ふ る さ と 交 流 会
第５０回ツルを送るまつり

●総合体育館●総合体育館

米ノ津川米ノ津川
PP

PP

●陸上競技場●陸上競技場

●多目的グラウンド●多目的グラウンド

●文化会館●文化会館

花火打上場所花火打上場所

※花火打上にともなう
　交通規制にご協力下さい
※花火打上にともなう

　交通規制にご協力下さい

●ツルを送るまつり会場
　（芝生広場）
●ツルを送るまつり会場
　（芝生広場）

■ツルを送るまつり会場図■ツルを送るまつり会場図

□お問い合わせ 出水市観光協会内 0996-79-3030
主催：九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道 開業10周年記念第50回ツルを送るまつり実行委員会

参加者募集

会場：出水ゴルフクラブ　参加料1,000円　プレー代7,500円
スタート 午前の部8:00　午後の部12:00　（食事代は含みません）

会場：ホテルキング　料金4,000円　19:00～
□お問い合わせは 出水商工会議所内 0996-62-1337
主催：肥薩おれんじ鉄道・九州新幹線 開業10周年記念出水ふるさと交流会実行委員会

集合：出水駅観光特産品館「飛来里」　料金3,500円（昼食代含）　9:00～

■出水ふるさとゴルフ大会

■出水ふるさと観光コース

■出水ふるさと交流会

「ふるさと会（出水市出身の方で構成する会）の方々と交流してみませんか？」

※最小催行人数 20 名
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　市
民
生
活
課
等
の
休
日
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　３
月
30
日
（
日
）、
４
月
６
日
（
日
）
は
休
日
窓
口
を
開
設

　例
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

引
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
た

め
、
市
役
所
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
が
大
変
混
み

合
い
ま
す
。

　市
役
所
で
は
、
こ
の
時
期
の
市
民
生
活
課
等
窓

口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
鹿
児
島
県
内
の
自
治
体
で
は
同
様
の
休

日
等
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
程
・
時

間
・
取
り
扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
各
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
日
時

　３
月
30
日
（
日
）、
４
月
６
日
（
日
）
の
午
前

　８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
。

開
設
窓
口

　本
庁
市
民
生
活
課
、
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

お
よ
び
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
の
各
窓
口

取
り
扱
う
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き
（
転
入
・
転
出
・
転
居
の

　届
け
出
の
受
け
付
け
）
お
よ
び
住
所
変
更
に
伴

　う
諸
手
続
き

○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出
の
受
け
付
け

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関
係
の
証
明
発
行

　事
務
（
住
民
票
写
し
の
広
域
発
行
は
除
く
。）

※
他
市
町
村
窓
口
等
に
問
い
合
わ
せ
を
し
な
け
れ

　ば
な
ら
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
当
日
処
理
で

　き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
は
取
り
扱
っ
て
い
ま

　せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
取
り
扱
い
業
務
に
よ
っ
て
は
、
運
転
免
許
証
等

　の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

届け出 届け出の期間 届け出に必要なもの

転 入 届 新しい住所に住み始
めた日から14日以内

○前住所地の転出証明書
○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）

転 居 届
新しい住所に住み
始めた日から14日
以内

○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

転 出 届 転出日（予定日）
の前後14日以内

○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○印鑑登録証（登録者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

　（☎
�
４
０
３
８
）    

 

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
１
６
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生
活

　グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
３
）

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

　
　公
共
施
設
の
使
用
料
等
が
変
わ
り
ま
す

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
公
共
施
設
の
使
用
料
、
上
下
水
道
料
金
等
に

消
費
税
率
引
き
上
げ
分
を
適
正
に
転
嫁
す
る
た
め
、
４
月
１
日
以
降
の
使
用
料
等

が
変
わ
り
ま
す
。

＜公共施設の使用料について＞
現行の使用料の額 増加額

　０円～　100 円 0 円
150 円～　450 円 10 円
500 円～　700 円 20 円

   750 円～ 1,100 円 30 円
1,150 円～ 1,450 円 40 円
1,500 円～ 1,700 円 50 円
1,750 円～ 2,100 円 60 円
2,150 円～ 2,450 円 70 円
2,500 円～ 2,700 円 80 円
2,750 円～ 3,100 円 90 円
3,150 円～ 3,450 円 100 円
3,500 円～ 3,700 円 110 円
3,750 円～ 4,100 円 120 円
4,150 円～ 4,450 円 130 円
4,500 円～ 4,700 円 140 円
4,750 円～ 5,000 円 150 円

※ 10 円未満を切り捨てて計算する
　 場合

＜上下水道料金について＞

上
水
道
料
金

口径 ４月検針
分まで

５月検針
分以降 増加額

13 φ 1,890 円 1,944 円 54 円
20 φ 2,026 円 2,084 円 58 円
25 φ 2,142 円 2,203 円 61 円
30 φ 2,646 円 2,721 円 75 円
40 φ 3,675 円 3,780 円 105 円
50 φ 5,302 円 5,454 円 152 円
75 φ 10,867 円 11,178 円 311 円

100 φ 15,067 円 15,498 円 431 円
150 φ 43,417 円 44,658 円 1,241 円

下水道料金 2,205 円 2,268 円 63 円
※使用水量 20㎥の場合で基本料金を含む

※
施
設
ご
と
の
使
用
料
の

　変
更
額
に
つ
い
て
、
詳

　し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
企
画
課
行
政
改
革

　係
（
☎
�
４
０
３
７
）

　本
庁
水
道
課
管
理
係

　（☎
�
４
０
８
１
）

　高
尾
野
支
所
下
水
道
課

　管
理
係

　（☎
�
５
４
６
０
）

増加額の目安
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原子力事故が起きたら 
事故の情報を聞きましょう 
屋内に退避しましょう    
             

避難指示が出たら 
避難場所を確認しましょう 
             
避難の準備をしましょう  
             

避難をするときは 
みんなで一緒に避難を   

車で避難しましょう     

             
問い合わせ先 

  出水市政策経営部総務課安全安心推進室 ☎62－0203 

避 難 の 流 れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出水市 

屋内退避・避難の指示 

 

集合場所 

徒歩等 

自家用車 

バス 

スクリーニング 
（除染） 

安定ヨウ素剤 
（服用） 

避難経路 

 

避難先 
(30Km 圏外の出水市内・
水俣市･伊佐市･霧島市)

避難所 

避難経路 

避難経路 

川内原子力発電所 

凡  例 

 

    ：避難先 

    （30ｋｍ圏外の市内・ 

    水俣市･伊佐市･霧島市）

    ：避難方向 

：川内原子力発電所 

から概ね 30ｋｍ圏内

（ＵＰＺ） 

    ：出水市境 

※ 鹿児島県作成「川内原子力発電所防災地図」引用 

水俣市 

伊佐市 

霧島市 

川内原子力発電所 原子力災害避難計画

原子力災害が起きたときに避難する地域 

出水市 

３０ｋｍ圏外の出水市内 

避難先は「30km 圏外の出水市内」「熊本県水俣市」
「伊佐市」「霧島市」 

出水市では、九州電力川内原子力発電所から概ね 30ｋｍの範囲に市内の約半分が入ることから、原子

力事故に備え、出水市地域防災計画（原子力災害対策編）において、市民の方々が安全安心に避難する

ための「避難計画」を作成しました。 

避難対象地域は下記の自治会です。また、避難先は学校施設等が避難所となりますが、具体的な避難

所施設名は今後住民説明会等を通じてお知らせします。（市ホームページに避難計画を掲載しています）

避難先には、日頃から付き合いのある自治会単位で避難をしていただきます。 

避難の方法は、原則自家用車で避難していただき、近隣の方々との乗り合わせをお願いします。自動

車を持っていない方は、集合場所に出水市がバスを手配します。 

避難経路は、国道や県道などの主要な幹線道路を使用していただきます。 

 万が一、原子力事故が発生した場合、避難を円滑に行うためには、市民の方々が協力して助け合う「共

助」が必要です。 

 そのためにも地域の方々が協力・連携し、「自分たちの地域は自分たちで守る」ための自主防災組織を

結成し、日頃から災害に備えた取り組みを行うことで、避難を円滑に行うことにつながります。 

原子力発電所か 
ら概ね 30ｋｍ 

のライン 

※避難経路：国道・県道等 

防災行政無線、テレビ、ラジオなどで事故の状況を確認しましょう

自宅などの建物に入り、窓を閉め、エアコンなどを止めましょう

手洗いやうがいをして、衣類を着替えましょう 

防災行政無線、テレビ、ラジオなどで避難が必要な地域、避難する

場所をお知らせします 

電気、ガスを止め、戸締りをして避難に必要な非常持ち出し品を

隣り近所や一人暮らしのお年寄りなどに声を掛けあい、みんなで助

け合って避難しましょう 

家族や近隣の方と乗り合わせて避難しましょう。

車を持っていない方は市などがバス等を集合場所に準備します 

 

市民 

【江内地区】　旧番所・冷筋・上冷筋・荒崎（高）・南方・上浦窪・段・連尺野・木牟礼・木串・浦窪・小島・
  西下り松・東下り松 水俣市

【野田地区】　尾毛無・籠土山・青木原・野角・上特手・下特手・越地・川平・久木野・大久・大丸・涼松・
　受口・大日・天神（野）・地蔵・仮屋・加治屋町・別府・町（野）・春町・西通・仲町（野）・岩元・
　女子高白梅寮・本町（野）・八幡（野）・瀬戸・田多園・上田多園
　中郡・屋地・旭・上餅井・下餅井

出水市内30km圏外避難所
水俣市

【荘地区】　荘上・荘下・荒崎（出） 水俣市

【高尾野地区】　上り立・太鼓橋・千間山・大野原（高）・御岳
　野平・浦・昭興・本町（高）・大久保・松ケ野・上の原（高）・東町・町（高）・中里・麓・麓団地・萩の尾・
　大和・柴引・柴引団地・野添上（高）・野添下（高）・砂原
　石坂（高）・表上・昭和・鶴里・松ノ元・下高尾野上・下高尾野下・唐笠木
　中屋敷・内野々上・本城・内野々下

霧島市
伊佐市
水俣市

出水市内30km圏外避難所

【下水流地区】　上水流・ウッドタウン・星原・西水流 水俣市

避難対象地域 避難先

【出水地区】　定之段・君名川・宇都野々・小原上・小原下 霧島市

【西出水地区】　小木場・平岩・丸塚・栗毛野・江川野・清水・上中・下中・上屋・鶴見・上屋団地・政所・
　野添（出）・花立東・花立西・上大野原（出）・東大野原（出）・下大野原（出）・西大野原（出） 霧島市
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原子力事故が起きたら 
事故の情報を聞きましょう 
屋内に退避しましょう    
             

避難指示が出たら 
避難場所を確認しましょう 
             
避難の準備をしましょう  
             

避難をするときは 
みんなで一緒に避難を   

車で避難しましょう     

             
問い合わせ先 

  出水市政策経営部総務課安全安心推進室 ☎62－0203 

避 難 の 流 れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出水市 

屋内退避・避難の指示 

 

集合場所 

徒歩等 

自家用車 

バス 

スクリーニング 
（除染） 

安定ヨウ素剤 
（服用） 

避難経路 

 

避難先 
(30Km 圏外の出水市内・
水俣市･伊佐市･霧島市)

避難所 

避難経路 

避難経路 

川内原子力発電所 

凡  例 

 

    ：避難先 

    （30ｋｍ圏外の市内・ 

    水俣市･伊佐市･霧島市）

    ：避難方向 

：川内原子力発電所 

から概ね 30ｋｍ圏内

（ＵＰＺ） 

    ：出水市境 

※ 鹿児島県作成「川内原子力発電所防災地図」引用 

水俣市 

伊佐市 

霧島市 

川内原子力発電所 原子力災害避難計画

原子力災害が起きたときに避難する地域 

出水市 

３０ｋｍ圏外の出水市内 

避難先は「30km 圏外の出水市内」「熊本県水俣市」
「伊佐市」「霧島市」 

出水市では、九州電力川内原子力発電所から概ね 30ｋｍの範囲に市内の約半分が入ることから、原子

力事故に備え、出水市地域防災計画（原子力災害対策編）において、市民の方々が安全安心に避難する

ための「避難計画」を作成しました。 

避難対象地域は下記の自治会です。また、避難先は学校施設等が避難所となりますが、具体的な避難

所施設名は今後住民説明会等を通じてお知らせします。（市ホームページに避難計画を掲載しています）

避難先には、日頃から付き合いのある自治会単位で避難をしていただきます。 

避難の方法は、原則自家用車で避難していただき、近隣の方々との乗り合わせをお願いします。自動

車を持っていない方は、集合場所に出水市がバスを手配します。 

避難経路は、国道や県道などの主要な幹線道路を使用していただきます。 

 万が一、原子力事故が発生した場合、避難を円滑に行うためには、市民の方々が協力して助け合う「共

助」が必要です。 

 そのためにも地域の方々が協力・連携し、「自分たちの地域は自分たちで守る」ための自主防災組織を

結成し、日頃から災害に備えた取り組みを行うことで、避難を円滑に行うことにつながります。 

原子力発電所か 
ら概ね 30ｋｍ 

のライン 

※避難経路：国道・県道等 

防災行政無線、テレビ、ラジオなどで事故の状況を確認しましょう

自宅などの建物に入り、窓を閉め、エアコンなどを止めましょう

手洗いやうがいをして、衣類を着替えましょう 

防災行政無線、テレビ、ラジオなどで避難が必要な地域、避難する

場所をお知らせします 

電気、ガスを止め、戸締りをして避難に必要な非常持ち出し品を

隣り近所や一人暮らしのお年寄りなどに声を掛けあい、みんなで助

け合って避難しましょう 

家族や近隣の方と乗り合わせて避難しましょう。

車を持っていない方は市などがバス等を集合場所に準備します 

 

市民 
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

２
０
１
２
年
度
決
算
状
況
等

歳　出 歳　入

2012 （平成 24） 年度決算状況

諸収入
1,962万6千円 

使用料および手数料
2,328万5千円財産収入

275万円

分担金および負担金
7億8,137万9千円

繰越金
3,242万3千円

振興整備事業費
　　275万円
議会費
　82万３千円

⎰
⎱

衛生費
5億6,250万4千円

総務費
7,701万1千円

民生費
5,972万8千円

地方交付税（注）
2億1,307万5千円

内訳
出水市負担金 ４億 5,638 万 6 千円

阿久根市負担金 １億 9,329 万８千円

長島町負担金 １億 3,169 万５千円

公債費
3億3,825万9千円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

　　　　歳　入　　　　　歳　出　　　　繰越金
1,072,538 千円－ 1,041,075 千円＝ 31,463 千円

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他
858 円 666 円 3,657 円 942 円 1,671 円 3,771 円 40 円

返　済

住民１人当たりに使われた金額 11,605 円
（2013 年９月末人口で算定） 人口 89,710 人

歳　入
10億7,253万8千円

歳　出
10億4,107万5千円

　環
境
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
が
、

消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
４
月
１

日
か
ら
、
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

現　　行 改　　定

500kg まで 500 円 500kg まで 510 円

500kg を超える場合は、
500kg ごとに 1,000 円加算する。

500kg を超える場合は、
500kg ごとに 1,020 円加算する。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
の
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度

の
当
組
合
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入（
収
入
）に
つ
い
て
は
、

10
億
７
２
５
３
万
８
千
円
で
、

歳
入
の
主
な
も
の
は
各
市
町

か
ら
の
負
担
金
、
地
方
交
付

税
お
よ
び
使
用
料
等
で
す
。

歳
出（
支
出
）に
つ
い
て
は
、

10
億
４
１
０
７
万
５
千
円
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
じ
ん

か
い
（
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め

の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組

合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ

る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認

定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る

民
生
費
、
圏
域
（
２
市
１
町
）

の
振
興
整
備
の
事
業
推
進
に

使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、

議
会
費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。
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出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
阿
久
根

市
民
病
院
）
に
勤
務
す
る
医
師
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
夜
間
一
次
救
急
診
療
所
が
、
出
水
郡
医
師

会
の
ご
協
力
の
下
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
８

月
に
野
田
診
療
所
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　内
科
と
小
児
科
に
つ
い
て
、「
夜
間
、
具
合

が
悪
く
な
っ
た
が
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な

い
。」
と
い
う
よ
う
な
、
入
院
治
療
の
必
要
が

な
く
、
外
来
診
療
で
対
処
で
き
る
と
考
え
ら
れ

　出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
救
急
医
療
に

お
い
て
、
入
院
治
療
や
手
術
を
必
要
と
す
る
重

症
の
方
に
対
す
る
医
療
を
提
供
す
る
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
年
間
１
５
０
０
台
以
上
の
救
急

車
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
救
急
外
来
の
当
直

医
師
は
、
外
傷
や
救
急
車
搬
送
の
重
症
の
方
の

対
応
の
ほ
か
、
入
院
患
者
の
容
態
の
急
変
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
外
来
受
診
の
際
の
お
願
い
!!

　現
在
、
自
覚
症
状
が
な
い
「
隠
れ
腎

臓
病
」
が
増
加
し
、
日
本
人
の
10
人
に

１
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
腎
臓
に
関
す
る
知
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、「
腎
臓
病
教

室
」
を
次
の
日
程
で
２
回
に
分
け
て
開

催
し
ま
す
。

３
月
20
日（
木
）

内

　容
　●
治
療
に
か
か
る
お
金
の
こ
と

　●
食
事
に
つ
い
て

３
月
13
日（
木
）

内

　容
　●
腎
臓
の
機
能

　●
病
気
に
つ
い
て

　●
薬
に
つ
い
て

※
参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
受

　講
で
き
ま
す
。

場

　所
　出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

　１
階
眼
科
外
来
前

時

　間
　午
後
３
時
（
両
日
と
も
）

　（受
付
午
後
２
時
30
分
か
ら
）

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
総
合
医
療
セ
ン

　タ
ー
人
工
透
析
室
（
☎
�
１
６
１
１
）

あ
な
た
の
腎
臓
の
働
き
、

落
ち
て
い
ま
せ
ん
か
？

る
病
状
の
方
に
対
応
す
る
よ
う
、
午
後
７
時
か

ら
同
11
時
ま
で
年
中
無
休
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　診
察
の
結
果
、
当
日
中
の
精
密
検
査
や
入
院

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
担
当
医
師
の

判
断
に
よ
り
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
出

水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
夜
間
一
次
救
急
診
療
所
で
の
初
期

対
応
が
可
能
と
思
わ
れ
る
軽
症
の
方
が
、
出
水
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
重
症
の
方
や
高
度
医

療
が
必
要
な
方
へ
の
医
療
の
提
供
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
り
、
勤
務
す
る
医
師
に
と
っ
て
も
大

き
な
負
担
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　午
後
７
時
か
ら
同
11
時
ま
で
の
間
で
、
夜
間

一
次
救
急
診
療
所
で
の
初
期
対
応
が
可
能
と
思

わ
れ
る
軽
症
の
方
は
、
ま
ず
は
夜
間
一
次
救
急

診
療
所
に
電
話
で
ご
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　ま
た
、
軽
症
の
方
の
中
に
は
、「
数
日
前
か

ら
腰
痛
が
す
る
。」、「
翌
日
は
仕
事
が
あ
る
か

ら
時
間
外
に
診
て
欲
し
い
。」、「
午
前
中
の
診

療
時
間
は
待
ち
時
間
が
長
い
の
で
。」
等
の
理

由
で
の
救
急
外
来
受
診
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
救
急
外
来
の
受
診
対

象
と
な
ら
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
重
症
の
方

へ
の
迅
速
な
対
応
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　皆
さ
ま
の
適
正
な
受
診
に
よ
り
、
地
域
の
救

急
医
療
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　夜
間
一
次
救
急
診
療
所

　
　

　（☎
�
２
０
２
３
）
※
電
話
受
付
時
間

　午
後
６
時
30
分
～
同
10
時
30
分

　出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
６
１
１
）

夜間に救急外来を受診するときの手順

内科・小児科で
入院治療の必要がなく、外来診療で
対処できると考えられる病状の方

入院治療・手術・各種検査が必要
と考えられる病状の方

夜間一次救急診療所
(野田診療所内 )に電話で相談
　☎ 84－ 2023
※電話受付時間
　午後６時30分
　　～同 10時 30分
※診療時間
　午後7時～同 11時

出水総合医療センター救急外来
に電話で相談
　☎ 67－ 1611
※電話受付時間
　午後５時15分～翌午前８時30分
※診療時間
　午後５時15分～翌午前8時30分

夜間一次救急診療所
(野田診療所内 )　受診

出水総合医療センター
救急外来受診

外来診療で
対処できると
判断された場合

検査等が必要と
判断された場合 受診等が必要と

判断された場合
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出
水
市
長
・

  

　出
水
市
議
会
議
員
選
挙

公の施設の施設名・指定管理者等（2014 年 4 月以降の管理者）

施　設　名 指定管理者（施設利用に関する問
い合わせ先） 所 管 課

総合体育館、総合武道館、出水弓道場、
出水屋内ゲートボール場

株式会社
セイカスポーツセンター（新規）

（☎ 63 － 2144）
市民スポーツ課

（☎ 63 － 2154）

総合運動公園
（野球場、庭球場、陸上競技場、多目　
的広場、野外ステージ（新規））
西出水運動公園、米ノ津運動公園、
出水運動公園、加紫久利公園

市民プール
温水プール 株式会社

セイカスポーツセンター（新規）
（☎ 63 － 0058）幼児・児童プール

（夏季のみ）

高尾野公民館、高尾野工芸館、高尾野
体育館、江内体育館、高尾野武道館、
高尾野きらめきドーム、下水流農業者
トレーニングセンター、高尾野農村環
境改善センター（新規）※１

有限会社　辻産業
（☎ 82 － 5451）

高尾野教育支所
生涯学習室

（☎ 82 － 5463）
高尾野ふれあい公園、高尾野運動場、
高尾野多目的運動場、高尾野工業団地
運動場、江内運動広場

野田運動場、野田体育館、野田武道館、
野田弓道場、野田農村環境改善センタ
ー（新規）※１
岩淵公民館（新規）※１

有限会社　出水スポーツ
（☎ 84 － 3316）
○利用申請の場所が、野田農村
　環境改善センターに変わります。

野田教育支所
生涯学習室

（☎ 84 － 2026）

中央図書館、高尾野図書館、野田図書
館、出水歴史民俗資料館、高尾野郷土館・
古城画伯コレクション館、野田史料館

株式会社
　図書館流通センター出水営業所

（☎ 63 － 2105）

読書推進課
（☎ 63 － 4121）

公開武家屋敷「竹添邸」、「税所邸」 出水麓街なみ保存会
（☎ 62 － 5505）

観光交流課
（☎ 63 － 4061）

たかおの交流館 社会福祉法人出水市社会福祉協議
会（☎ 64 － 2423）

いきいき長寿課
（☎ 63 － 4046）

※１  2014（平成 26）年４月から、休館日が毎週月曜日から毎月第３月曜日の月１回になります。
　　 なお、その他（※１以外）の施設は、現在の休館日と同様です。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
!!

本
年
３
月
末
で
指
定
期
間
が
満
了
す
る
施
設
に
つ
い
て
、

４
月
以
降
の
指
定
管
理
者
が
、
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
者
制
度
】

　公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
、市
に
代
わ
っ
て
民
間
事
業
者
等
が
行
い
ま
す
。

　民
間
の
活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
経
費
節
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　出
水
市
長
・
出
水
市
議
会
議
員

選
挙
を
４
月
６
日
（
日
）
告
示
、

４
月
13
日
（
日
）
投
開
票
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

投
票
お
よ
び
開
票

・
投
票
時
間

　午
前
７
時
～
午
後
７
時
（
上
場

　小
学
校
お
よ
び
丸
塚
公
民
館
は

　午
後
６
時
ま
で
）

・
投
票
場
所

　次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

・
開

　票
　午
後
８
時
20
分
か
ら

　（開
票
場
所
：
総
合
体
育
館
）

期
日
前
投
票

・
期

　間
　４
月
７
日
（
月
）
～
同
12
日

　

　（土
）

・
時

　間
　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

・
場

　所
　中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
、

　高
尾
野
支
所
１
階
大
会
議
室
、

　野
田
支
所
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）
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□　投票所一覧（出水市長・出水市議会議員選挙投票所）
投票区 投票所の名称 対　象　区　域

1 上場小学校 上場

2
大川内農業者トレ
ーニングセンター

角石、青椎、坂元、鮎川、宮之元、射場元、馬流、原、白木川内、中川、高牟礼

3 田原公民館 不動野、さぎやな、平渡瀬、田原、下平野

4 日当公民館 芭蕉、日当、日添

5 東出水小学校 田之頭、萩之段、井上、愛宕下、渡瀬口、香月、愛護、大平、太田、太田原住宅

6 出水公会堂
松尾、広瀬、朝日町、春日町、ラガール出水団地、上町、中町（出）、栄町、平良町、
平良馬場、上町住宅

7 出水小学校
定之段、折尾野、水之頭、鍋野、君名川、宇都野々、小原上、小原下、西之口、小松、
上山崎、山崎、諏訪馬場、竪馬場、上竪馬場、西之口団地、城山南、烏帽子住宅団地、
城山、小松ニュ－タウン、星が丘団地、西之口県共済住宅、砂坂共済住宅

8 丸塚公民館 小木場、平岩、丸塚

9 上中公民館 栗毛野、江川野、清水、上中、下中

10 西出水小学校
上屋、野添（出）、石坂（出）、西町、桜町、政所、花立東、花立西、上大野原（出）、
鶴見、上屋団地、出水中央第二女子寮、出水中央第三女子寮、出水中央特進男子寮

11 出水中学校 上古市、下古市、向江、帆木ノ上、八坊、表郷東、表郷西、八幡（出）、中央団地

12
出水市社会福祉会
館

下大野原（出）、西大野原（出）、東大野原（出）、鹿島、上松、茶円堀、千本付、
まなづる住宅、鹿島住宅、平和団地

13 中央公民館 沖田、上沖田、溝下、山下、横尾、沖田住宅

14
米ノ津農村環境改
善センター

切通、前田、櫓木、針原、関外、鶴水園、出水の里

15 天神（出水）公民館 築港、天神（出）、元町（出）

16 米ノ津東小学校
中塩屋、米ノ津東、米ノ津中、米ノ津前、米ノ津駅通り、新町、平松西、平松東、
平松上、六月田下、六月田中、加紫久利住宅、平松団地、鶴亀タウン

17 安原団地集会所 上ノ原（出）、豊原、安原、朝熊、泉が丘団地、北星園

18 米ノ津公会堂 今村、早馬、名古東、名古中、名古西、浜新田、今村住宅

19 米ノ津小学校 上村東、上村西、津山、今釜東、今釜中、今釜西、西新田、鶴寿園、華の家

20 福之江保育園 福ノ江港、新蔵中、福ノ江、新蔵上、西福ノ江、伊勢山、掛腰

21
荘中学校クラブハ
ウス

荘上、荘下、古浜、荒崎（出）、潟、蕨島、桂島

22
高尾野農村環境改
善センター

上の原（高）、東町、町（高）、大和、柴引、柴引団地、野添上（高）、野添下（高）、
砂原、中屋敷

23 中里公民館 中里、麓、麓団地、萩の尾、唐笠木

24
下水流農業者トレ
ーニングセンター

上水流、ウッドタウン、星原、東水流、下山、西水流

25
石坂（高尾野）公
民館

本城、内野々上、内野々下、石坂（高）、表上、下高尾野上、下高尾野下、昭和、鶴里、
松ノ元

26 たかおの交流館 上り立、太鼓橋、千間山、鶴寿会たかおの、大野原（高）

27 松ヶ野公民館 松ヶ野、大久保、御岳、野平、浦、昭興、本町（高）

28 江内体育館
柳ヶ水、旧番所、荒崎（高）、冷筋、上冷筋、段、南方、木牟礼、木串、連尺野、小島、
西下り松、東下り松、浦窪、上浦窪、野口、尾野島浜、平坊、西辺田、東辺田

29
野田農村環境改善
センター

受口、仮屋、加治屋町、別府、町（野）、春町、西通、仲町（野）、岩元、本町（野）、
八幡（野）、上田多園、田多園、瀬戸

30 岩淵公民館 尾毛無、上特手、越地、川平、久木野、下特手

31 天神（野田）公民館 大久、大丸、涼松、籠土山、青木原、野角、天神（野）、大日、地蔵

32 屋地公民館 中郡、屋地、旭

33 餅井公民館 上餅井、下餅井
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　移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
等
　次
の
表
の
と
お
り

種

　
類
　４
０
０
ml

持
参
す
る
も
の

○
献
血
カ
ー
ド
（
以
前
、
献
血
さ

　れ
た
方
）

○
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

　書
（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や

　以
前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等

　が
変
更
に
な
っ
た
方
）

　こ
ど
も
達
が
安
心
し
て
個
性
を

発
揮
で
き
る
よ
う
、大
人
達
が「
お

お
ら
か
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
「
共
感
的
理
解
」
に

つ
い
て
共
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日

　
時
　３
月
15
日
（
土
）

　受
付

　午
後
１
時
30
分
～
同
２

　時 催

　
　
　し

催

　
　
　し

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会

健

　
　
　康

健

　
　
　康

献
血
に
ご
協
力
を
！

開催日　３月 21 日（金・春分の日）、22 日（土）
時　間　両日とも午前７時から午後７時まで
　　　　（会場周辺の交通規制にご協力ください。）
場　所　高尾野駅前中心部商店街
問い合わせ先
　　高尾野「中の市」実行委員会（鶴の町商工会本所内）
　　（☎ 82 － 1065）
　　産業振興部農政課施設管理係（☎ 82 － 5426）

　毎年、春分の日（彼岸の中日）とその翌日に開催される
鹿児島県三大市のひとつ、中の市（別名「そば市」）が、
本年は３月 21 日（金・春分の日）、22 日（土）の両日開
催されます。当日は、ＪＡ高尾野事業所駐車場を会場にい
ろいろなイベントが催されるほか、高尾野駅前交差点を
中心として東西南北約１キロに渡って歩行者天国となり、
300 軒ほどの露店が並び大勢の人出で賑わいます。北薩の
春の風物詩に、ぜひご来場ください。

　講
演

　午
後
２
時
～
同
３
時
30

　分
演

　題
　「い
い
ん
だ
よ
」
は
魔

　法
の
こ
と
ば
～
共
感
的
理
解
か

　ら
始
ま
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～

講

　
師
　立
花
高
等
学
校

　校
長

　齋
藤

　眞
人
先
生

※
立
花
高
校
は
、
不
登
校
児
等
の

　自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

　高
校
で
す
。

会

　
場

　市
中
央
公
民
館

　小
ホ
ー
ル

参
加
料
　無

　料

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
健
康
増
進

　課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ

　ー
）（
☎
�
２
１
４
３
）

３月 21 日、22 日は 中の市！！

日　程 受付時間 場　所

３月５日
（水）

午前９時 30 分～正午
出水市役所（本庁）

午後１時～同４時

３月 21 日
（金）

午前９時 30 分
　　～午後４時

中の市会場（だいわ高
尾野店駐車場入り口）

問
い
合
わ
せ
先

　鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

　ー
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－

３

　１
４
１
）

　本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　（☎
�
４
０
４
３
）

　「小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
の
主
催
で
、
音
楽
を
学
ん
で

い
る
皆
さ
ん
が
合
同
で
演
奏
す
る
〝
夢
色
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４
〟
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

　
時
　３
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

会

　
場
　市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料
　無

　料

賛
助
出
演
　フ
ラ
・
レ
ア
レ
ア
・
モ
ア
ニ

※
合
唱
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
管
弦
楽
器
・
ピ
ア
ノ
・
エ
レ

　ク
ト
ー
ン
な
ど
に
よ
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
ソ

　ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　「小
さ
な
音
楽
家
の
会
」
事
務
局

　（☎
０
９
０

－

３
８
８
３

－

７
５
２
３
：
い
ち
ぞ
え
）

E-m
ail

　

hikarikirakira-little-stars@
ezw
eb.ne.jp

夢
色
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４



　を
有
し
、
①
と
同
程
度
の
能
力

　が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

報

　
酬
　日
額
１
万
２
８
０
円

勤
務
日
数
　１
週
間
の
う
ち
４
日
、

　月
17
日
を
限
度

雇
用
期
間
　２
０
１
４
年
４
月
１

　日
か
ら
２
０
１
５
（
平
成
27
）

　年
３
月
31
日
ま
で

※
勤
務
状
況
に
よ
り
更
新
可

勤
務
場
所
　公
益
財
団
法
人
鹿
児

　島
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化

　財
調
査
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
県
内

　発
掘
現
場

出
願
方
法
　履
歴
書
お
よ
び
過
去

　に
従
事
し
た
遺
跡
発
掘
調
査
の

　一
覧
表
を
、「
調
査
セ
ン
タ
ー
文

　化
財
調
査
員
申
込
」
と
表
に
朱

　書
き
し
た
封
書
に
入
れ
て
、
必

　ず
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
く
だ

　さ
い
。

提
出
期
限

　３
月
20
日
（
木
）
必
着

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

　い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　〒
８
９
９

－

４
３
１
８

　霧
島

　市
国
分
上
野
原
縄
文
の
森
２

－

　１　公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
文
化

　振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

　ン
タ
ー
総
務
課
（
☎
０
９
９
５

　 －

７
０

－

０
５
７
４
）

　市
政
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と

　市
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

　た
は
大
学
な
ど
（
短
期
大
学
、

　大
学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上

　の
教
育
施
設
お
よ
び
養
成
所
等

　《専
門
学
校
な
ど
》
も
含
む
）
に

　在
学
す
る
者

②
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　健
康
で
あ
る
者

③
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
在

　住
し
、
学
費
の
支
払
い
が
困
難

　と
認
め
ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生
（
本
市
の
奨
学

金
の
み
を
受
け
る
者
）
　

◎
高
等
学
校
生

　１
万
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
生

　２
万
円
以

　内
◎
大
学
生
な
ど

　４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生
（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

◎
高
等
専
門
学
校
生

　１
万
円
以

　内
◎
大
学
生
な
ど

　１
万
８
千
円
以

　内
奨
学
生
の
決
定

　選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

　定
し
、
６
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者

　に
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　所
定
の
願
書
（
本
庁
教
育
総
務

　課
お
よ
び
市
民
相
談
室
、
高
尾

　野
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
、
野

　田
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
で
配

　付
）
に
推
薦
調
書
な
ど
を
添
え

　て
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　４
月
１
日（
火
）～
同
30
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

　教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　（☎
�
４
０
７
８
）

　公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
文
化

振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
で
は
、
文
化
財
調
査
員
（
非

常
勤
職
員
）
を
５
人
程
度
募
集
し

ま
す
。

職
務
内
容
　文
化
財
専
門
員
等
の

　職
務
補
助
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

　掘
調
査
お
よ
び
整
理
作
業

応
募
資
格
　次
の
い
ず
れ
か
に
該

　当
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

　を
有
す
る
者

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
で
考
古
学
、

　歴
史
学
ま
た
は
文
化
財
学
等
の

　埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
学
科
を

　専
攻
し
、
卒
業
も
し
く
は
修
了

　し
た
者

②
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
経
験

や
要
望
な
ど
を
、
モ
ニ
タ
ー
通
信

と
し
て
提
出
（
郵
送
）
し
て
い
た

だ
く
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

※
通
信
費
用
は
、
市
が
負
担
し
ま

　す
。

募
集
人
員
　14
人

応
募
資
格
　議
員
、
行
政
委
員
会

　の
委
員
、
公
務
員
お
よ
び
自
治

　会
長
で
な
い
方

任

　
期
　委
嘱
の
日
か
ら
翌
年（
２

　０
１
５
年
）
３
月
31
日
ま
で

応
募
期
限
　３
月
28
日
（
金
）

応
募
方
法
　次
の
応
募
用
紙
ま
た

　は
郵
便
は
が
き
に
、
①
住
所
、

募

　
　
　集

募

　
　
　集

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

文
化
財
調
査
員
（
非
常
勤
職

員
）
を
募
集

　②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、③
年
齢
、

　④
電
話
番
号
、
⑤
応
募
の
動
機

　（簡
単
で
結
構
で
す
）
を
明
記

　の
上
、
は
が
き
の
場
合
は
表
に

　「市
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」
と
朱

　書
き
し
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接

　持
参
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○
応
募
多
数
の
場
合
、
地
区
ご
と

　の
人
数
等
勘
案
し
選
考
し
ま
す
。

○
選
考
結
果
は
、
決
定
者
の
み
に

　通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
政
策
調
整
室
秘
書
広
報
係

（
☎
�
４
０
２
１
）

出
水
市
奨
学
生
を
募
集
！

 
市政モニター応募用紙 

住  所  

フ リ ガ ナ  年齢 
氏  名   

電話番号  

（応募の動機） 

 

 

 

 

 

 

 



相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　株
式
会
社
こ
こ
ろ
機
構
（
☎ 

　０
５
０

－

３
４
８
８

－

９
３
２

　５
（
留
守
番
電
話
に
切
り
替
わ

　り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
を
吹
き

　込
ん
で
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し

　電
話
が
き
ま
す
））

　

E-m
ail

　

Soudan@
cocorokikou.biz

問
い
合
わ
せ
先

　市
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

　３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で

は
、
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用

防
止
強
調
月
間
で
す
。

　シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
者
は
、
身

体
や
精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、
幻
覚

や
知
覚
異
常
を
起
こ
し
、
凶
悪
事

件
を
引
き
起
こ
す
な
ど
社
会
に
与

え
る
影
響
も
極
め
て
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬

物
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６

　）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
会
の
お
知
ら
せ

○
最
近
、
よ
く
眠
れ
な
い
。

○
何
と
な
く
や
る
気
が
出
な
い
。

○
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
い
。

　そ
ん
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　そ
ん
な
時
、
一
緒
に
考
え
て
も

ら
え
る
人
、
話
し
を
聴
い
て
く
れ

る
人
は
い
ま
す
か
？

　悩
み
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
日
程

で
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日

　
時
　３
月
30
日
（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
４
時

　（相
談
時
間
、
１
人
50
分
程
度
）

場

　
所
　出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

内

　
容
　カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

　個
別
相
談
（
診
察
・
診
断
は
で

　き
ま
せ
ん
）

※
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
秘
密
は
守

　ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
　予
約
が
必
要
で

　す
。
電
話
か
電
子
メ
ー
ル
で
直

　接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
料
　無

　料

相

　
　
　談

相

　
　
　談

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用

防
止
強
調
月
間

　し
た
。

　↓
見
舞
金
給
付
額

　３
万
２
４
０
０
円	

○
80
歳
代
女
性
の
事
例

　道
路
を
横
断
中
、
バ
イ
ク
に
は

　ね
ら
れ
怪
我
を
し
、
１
０
２
日

　間
入
院
、
１
日
間
通
院
し
た
。

　↓
見
舞
金
給
付
額

　11
万
２
８
０
０
円

○
20
歳
代
女
性
の
事
例

　自
動
車
で
走
行
中
、
追
突
さ
れ

　て
怪
我
を
し
、
13
日
間
入
院
、

　10
日
間
通
院
し
た
。

　↓
見
舞
金
給
付
額

　３
万
１
千
円

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　（☎
�
０
１
６
３
）

　高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室

　（☎
�
５
４
０
０
）

　野
田
支
所
地
域
振
興
室

　（☎
�
４
８
１
０
）

　本
市
の
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
不
幸
に
し
て
交

通
事
故
に
遭あ

わ
れ
、
医
療
機
関
の

治
療
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
治

療
期
間
に
応
じ
て
見
舞
金
が
給
付

さ
れ
ま
す
。
自
動
車
や
二
輪
車
、

電
動
カ
ー
ト
等
に
よ
る
人
身
事
故

お
よ
び
自
損
事
故
が
対
象
で
す
。

　２
０
１
３
年
度
の
共
済
期
間

は
、
昨
年
７
月
１
日
か
ら
本
年
６

月
30
日
ま
で
で
す
。
事
故
発
生
日

か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
申
請
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
共
済
期
間
中
で
の

加
入
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

見
舞
金
の
内
容

○
死
亡
見
舞
金

　１
０
０
万
円

　（
遺
児
加
算
20
万
円
／
人
）						

○
傷
害
見
舞
金

　基
本
額
１
万
円
（
初
回
申
請
の

　み
）

　入
院

　千
円
／
日

　通
院			

８
０
０
円
／
日

※
治
療
に
要
し
た
日
数
が
５
日
以

　上
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

　た
、
傷
害
見
舞
金
の
支
給
限
度

　額
は
16
万
円
で
す
。

見
舞
金
の
給
付
事
例

○
70
歳
代
男
性
の
事
例

　単
車
で
走
行
中
、
バ
ラ
ン
ス
を

　崩
し
て
転
倒
し
、
28
日
間
通
院

申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　～
交
通
災
害
共
済
～

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！

　日　時　３月８日（土）
　　　　　午前11時
　場　所　名護漁港

受
験
資
格

○
１
９
８
４
年
４
月
２
日
か
ら
１
９

　９
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
１
９
９
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
さ
れ

　た
方
ま
た
は
来
年
３
月
ま
で
に
大

　学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

申
込
書
の
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
（
人

　事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込

　専
用
ア
ド
レ
ス
か
ら
）
申
し
込

　み
（
原
則
）

　４
月
１
日（
火
）～
同
14
日（
月
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し

　込
み

　４
月
１
日（
火
）～
同
２
日（
水
）

　（２
日
（
水
）
ま
で
の
通
信
日

　付
印
有
効
）

第
一
次
試
験
　６
月
８
日
（
日
）

受
験
申
込
先

　希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ

り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
人
事
院
九
州
事
務
局

　（☎
０
９
２

－
４
３
１

－

７
７

　３
３
）

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　 －
６
１
７
１

　内
線
２
０
７
２
）

○
出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集



橋
はしもと
元　良

よしお
雄さん（73）

出水市の好きなところは？
　人の良いところ。自然がす
ばらしい！
出水市に望むことは？
　スポーツ活動やスポーツ
誘致をもっと頑張って。
ひと言
　健康に気をつけて、運動を
しましょう。

笹
ささはら
原　時

ときこ
子さん（61）

出水市の好きなところは？
　緑がいっぱいで、いろんな
果物がおいしいところ。
出水市に望むことは？
　農業が発展していくよう
に、環境面での支援をお願い
したいです。
ひと言
　孫5人の成長を楽しみに、
みかん（大将季）作りを頑張
りたいと思います。

元気ですね先輩！ 狂犬病予防注射の料金が改定されます

　本年４月１日から狂犬病予防注射の料金が 3,000 円
から 3,400 円に改定されます。

料金改定の主な理由
○４月から消費税が増税されること
○技術料の見直しをすること
○予防注射形態が今後「集合注射」から戸別（院内）
　注射への移行加速化が予想されること
※近年、犬の飼養頭数が増加している反面、予防注射
　率が年々低下しており、昨年、台湾でも狂犬病発生
　が確認されています。
※狂犬病予防注射は、飼育者の義務ですので、必ず接
　種しましょう。

問い合わせ先

　本庁市民生活課生活環境係　（☎ 63 － 4042）

出生 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳

児童手当

子ども医療費助成

保育所 特別保育も実施しています。

　 ・延長保育

・休日保育

子育て支援センター ・一時預かり

ファミリーサポートセンター

児童クラブ

チャイルドシート貸し出し

かごしま子育て支援パスポート

家庭児童相談

問い合わせ先
　こども課　子育て支援係
　　電話　63-4047

　市では、子供たちが心身ともに健やかに育つよう、年齢に応じ様々な子育て支援を実施しています。

年齢に応じた子育て支援一覧表

小学生 中学生 高校生

最長３カ月間借りられます。

妊娠中から子供が１８歳になるまで、協賛店でサービスを受けられます。

子供の成長で気になること、学校での問題、虐待など子育て家庭に関する様々な相談を受け付けています。

２歳まで月額15,000円、３歳から小学校修了まで10,000円（３人目は15,000円）、中学生は10,000円

中学３年生まで、医療機関で支払った一部負担金を全額助成します。

０歳児から預かります。

一緒に遊んだり、子育て相談に応じたりします。

子供を短時間預かったり、保育園の送り迎えをしてもらえます。

放課後等に預かります。



～
ず
い
ぶ
ん
厳
し
く
叱
ら

れ
た
け
ど
、
今
で
は
そ
れ

に
感
謝
し
て
い
ま
す
～

　い
け
な
い
こ
と
を
い
け

な
い
こ
と
と
思
わ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。　「

自
分
さ
え
良
け
れ
ば

い
い
」、「
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
」
と
い
う
人
は
、
な

か
な
か
人
か
ら
信
頼
さ
れ

な
い
も
の
で
す
。
間
違
っ

た
行
い
は
本
気
で
叱し

か

り
、

そ
の
場
で
正
す
こ
と
が

本
当
の
愛
情
で
す
。「
自

分
の
子
だ
け
良
け
れ
ば
い

い
」
と
い
う
考
え
方
（
自

子
主
義
）
は
や
め
、
叱
る

と
き
に
は
何
が
い
け
な
い

の
か
、
理
由
を
き
ち
ん
と

伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

気
分
や
感
情
に
流
さ
れ
ず

一
貫
性
を
も
っ
て
叱
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　そ
し
て
、
親
自
身
も
ル
ー
ル
に

反
す
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
信

頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
親
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
も
。（
文
部
科
学

省
発
行
：
家
庭
教
育
手
帳
よ
り
）

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　（☎
�
２
２
０
０
）

子
育
て
広
場
⑱

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

就
職
し
た
と
き
（
喪
失
手
続
き
）

　国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
就
職
し
た
り
扶
養
さ

れ
た
り
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
た
と
き
は
、
必
ず
国

民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
自
動
的
に
切
り

替
わ
り
ま
せ
ん
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
社
会
保
険
証

　（本
人
お
よ
び
被
扶
養
者
全
員

　分
）

○
国
民
健
康
保
険
証

※
次
の
よ
う
な
方
は
、
ま
だ
国
民

　健
康
保
険
の
資
格
が
残
っ
て
い

　る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
保
険
に
加
入
し
た
の
に
、

　国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
通
知

　や
納
付
書
、
保
険
証
の
更
新
の

　お
知
ら
せ
な
ど
が
届
く
。

・
社
会
保
険
に
加
入
し
た
の
に
、

　国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
届

　く
。

退
職
し
た
と
き
（
加
入
手
続
き
）

　職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
喪
失

し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
証
明
書

　（連
絡
票
）

○
年
金
証
書
（
交
付
を
受
け
て
い

　る
方
の
み
）

※
年
金
証
書
は
、
65
歳
未
満
の
方

　で
、社
会
保
険
（
厚
生
年
金
等
）

　に
20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降

　に
10
年
以
上
加
入
し
て
い
た
方

　が
必
要
で
す
。

手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　（☎
�
４
０
４
１
）

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

　生
活
グ
ル
ー
プ

　（☎
�
５
４
１
６
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
３
）

就
職
・
退
職
に
伴
う
国
民
健

康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　劇
団

　風
の
子
九
州
に
よ
る

『
い
ま
か
ら
い
え
で
に
い
っ
て
き

ま
す
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

　
時
　３
月
14
日
（
金
）
　

　
　
　
　午
後
６
時
30
分
開
演

場

　
所
　下
水
流
小
学
校
体
育
館

入
場
料
　前
売

　１
２
０
０
円

　

　
　
　
　当
日

　１
５
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
子
ど
も
劇
場

　（☎
�
５
４
５
４
）

あ
っ
く
ん
の

　ふ
し
ぎ
な
大
冒
険
！

スポーツ安全保険に加入しましょう！

　スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボラン
ティア活動、地域活動を行う社会教育関係団体が加入でき
る保険です。傷害保険、賠償責任保険、突然死葬祭費用保
険を一括契約した補償制度で、団体での活動中、団体活動
への往復中などでの事故が補償の範囲となります。詳しい
内容はスポーツ安全協会にお問い合わせください。
　問い合わせ先
　　公益財団法人　スポーツ安全協会鹿児島県支部
　　（☎０９９－８１３－１１０８）

　２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
出
水

市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
国

（
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
）
の
補
助
金
申
請
受
付
終

了
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
も

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　な
お
、
本
年
３
月
31
日
（
必

着
）
ま
で
は
２
０
１
３
年
度
予

算
の
範
囲
内
に
限
り
、
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

本
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

置
事
業
補
助
金
を
申
請
中
の
方

へ
　実
績
報
告
書
の
提
出
は
、
当

該
補
助
事
業
が
完
了
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
60
日
を
経
過
し
た

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境

　係
（
☎
�
４
０
４
２
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置

事
業
補
助
金
の
申
請
受
付

を
終
了
し
ま
す



　手
当
等
の
受
給
者

基
準
日

　２
０
１
４
年
１
月
１
日

申
請
手
続
き

　申
請
先
は
基
準
日
に
お
い
て
住

　民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

　と
な
り
ま
す
。

※
具
体
的
な
申
請
方
法
、
受
付
時

　期
、
支
給
手
続
き
等
に
つ
い
て

　は
、
現
在
調
整
中
で
す
が
、
決

　ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
本
市
の

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

　す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策
係

　（☎
�
４
０
８
５
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を

緩
和
し
、
子
育
て
世
帯
の
消
費

の
下
支
え
を
図
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
給
付
金
で
す
。
な
お
、

こ
の
給
付
金
は
児
童
手
当
の
上

乗
せ
で
は
な
く
、
臨
時
福
祉
給

付
金
と
類
似
の
給
付
金
と
し

て
、
こ
れ
と
併
給
調
整
を
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

給
付
対
象
者

　基
準
日
に
お
け
る
、
２
０
１
４

　（平
成
26
）
年
１
月
分
の
児
童

　手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
。）
の

　受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
２
０

　１
３
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当

　の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
者

対
象
児
童

　支
給
対
象
者
の
２
０
１
４
（
平

　成
26
）
年
１
月
分
の
児
童
手
当

　（特
例
給
付
を
含
む
。）
の
対
象

　と
な
る
児
童

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お

　よ
び
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

　者
な
ど
は
支
給
対
象
外
と
な
り

　ま
す
。

給
付
額

　対
象
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

基
準
日

　２
０
１
４
年
１
月
１
日

申
請
手
続
き

　申
請
先
は
基
準
日
に
お
い
て
住

　民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

　と
な
り
ま
す
。

※
具
体
的
な
申
請
方
法
、
受
付
時

　期
、
支
給
手
続
き
等
に
つ
い
て

　は
、
現
在
調
整
中
で
す
が
、
決

　ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
本
市
の

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

　す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

　
※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子

　育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

　を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

　等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　本
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
支
給
さ
れ
る
給
付
金

に
つ
い
て
、
現
段
階
で
分
か
っ
て

い
る
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
（
簡
素
な
給
付

措
置
）

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は

　消
費
税
率
が
８
㌫
に
引
き
上
げ

　ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の

　低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に

　鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措

　置
と
し
て
支
給
さ
れ
る
給
付
金

　で
す
。

給
付
対
象
者

　２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
市

　町
村
民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ

　れ
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

　課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生

　活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど

　は
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

給
付
額

　給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万

　円
※
給
付
対
象
者
の
う
ち
次
の
条
件

　に
該
当
す
る
方
は
５
千
円
を
加

　算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

　金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給

　者
○
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

に
つ
い
て

市
いちもり
森　まみさん（28）

出水市の好きなところは？
　季節に合った食べ物・飲み
物が美味しい！！
出水市に望むことは？
　さらに子育てのしやすい
町にしてください♡
ひと言
　地元を愛する和太鼓集団
和楽を、これからもよろしく
お願いします♪

又
またの
野　友

ともたろう
太朗さん（26）

出水市の好きなところは？
　人が温かく、食べ物がおい
しいところ。
出水市に望むことは？
　若者が失敗を恐れず色々
なことにチャレンジするこ
とができる環境づくり
ひと言
　私たちと一緒に青年団活動
してみませんか？男女問わず
団員募集中です！

集まれ応援団！
　昨年 12 月に本市野田町在住の別府威德氏から
油絵「鶴の渡る島々」を寄贈いただきました。
　この作品は、第 89 回白日展に出展された会員
推挙作品です。現在、作品は市文化会館に展示し
てあります。

寄贈いただいた絵画を展示しています



　消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
「
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
」の
税
率
が
、

５
㌫
か
ら
８
㌫
に
変
わ
り
ま
す
。

　消
費
税
法
等
改
正
に
つ
い
て
、

お
分
か
り
に
な
り
に
く
い
こ
と
や

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
（
改
正
消

費
税
相
談
コ
ー
ナ
ー
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
に
「
消
費
税

法
改
正
の
お
知
ら
せ
（
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
関
係
）」
の
特

集
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
税
務
署

　（☎
�
０
２
０
０
）

　※
自
動
音
声
案
内

　国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
が
か
か
る
事

例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
電
話
の

内
容
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
統

計
調
査
と
称
し
て
「
年
齢
や
家
族

構
成
を
教
え
て
ほ
し
い
。」、「
年

金
は
も
ら
っ
て
い
る
か
。
額
は
い

く
ら
か
。」、「
預
金
額
は
い
く
ら

か
。」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　国
税
職
員
を
名
乗
る
電
話
で
不

審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
即
答
は

避
け
、
相
手
の
所
属
部
署
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
確
認
し
た
う
え
で
一

旦
電
話
を
切
り
、熊
本
国
税
局（
納

税
者
支
援
調
整
官
）
ま
た
は
最
寄

り
の
税
務
署
（
総
務
課
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
熊
本
国
税
局
（
☎
０
９
６

－

３

　５
４

－

６
１
７
１
）

○
出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０

　）
※
自
動
音
声
案
内

　軽
自
動
車
の
登
録
や
名
義
変

更
、
住
所
変
更
、
廃
車
の
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
３
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。　原

動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
、
そ
の
他
）
な
ど
の
手

続
き
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
で
、
軽
自
動
車

（
６
６
０
㏄
以
下
）、
二
輪
小
型
自

動
車
（
２
５
０
㏄
超
）、
軽
自
二

輪
車
（
１
２
５
㏄
超
～
２
５
０
㏄

以
下
）
な
ど
の
手
続
き
は
鹿
児
島

県
軽
自
動
車
協
会
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
度
か
ら
、
一
度
申
請
を
さ

れ
る
と
翌
年
度
以
降
申
請
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　た
だ
し
、
障
害
等
級
の
変
更
、

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　な
お
、
２
０
１
１
年
度
以
降
の

軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
は
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
度
の
納
税
通
知
書
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
除
申
請
は
、

本
庁
お
よ
び
各
支
所
で
随
時
受
け

消
費
税
の
税
率
が
変
わ
り

ま
す
！

付
け
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
４
年

度
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請
受
付

期
限
は
４
月
23
日
（
水
）
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

　障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
運
転

　免
許
証
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
税
務
課
課
税
係

　（☎
�
４
０
３
１
）

○
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

○
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

○
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
（
☎

　０
９
９

－

２
６
１

－

４
０
１
１
）

軽
自
動
車
税
は
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す

国
税
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
下
さ
い

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
納
付
期
限

　３
月
17
日
（
月
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
付
期
限

　３
月
31
日
（
月
）

　納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
な
ど
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
税
務

署
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　ま

た
、
申
告
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ

る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
振
替
納
税
日

　４
月
22
日
（
火
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
振
替
納
税
日

　４
月
24
日
（
木
）

　な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場

合
ま
た
は
振
替
納
税
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
税
務
署

　（☎
�
０
２
０
０
）
※
音
声
案
内

確
定
申
告
納
付
期
限
を

　
　
　
　お
忘
れ
な
く
！

市税等の納付は、便利な口座振替で！
～口座振替はお手続き後、翌々月から開始されます～

　市税等のお支払いには、煩雑さの解消や紛失・盗難
等の不安解消の点から、口座振替をお勧めしています。

問い合わせ先
　本庁税務課収納管理係（☎ 63 － 4028）



　Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
と
は
、
Ａ
Ｔ
Ｌ

（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
や
Ｈ
Ａ

Ｍ（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
関
連
脊
髄
症
）

等
と
い
っ
た
病
気
を
引
き
起
こ
す

ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
。

　鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
多
く
の

キ
ャ
リ
ア
が
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
主
に
母
乳
を
介
し
て
感
染
す

る
こ
と
等
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
演
会
「
知
っ
て
く
だ
さ
い

　Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
の
こ
と
」

　薄
味
を
心
が
け
、
麺
類
、
汁
物
、

漬
物
、
ハ
ム
や
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の

加
工
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

な
ど
塩
分
を
多
く
含
む
も
の
の
摂

り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う
。

　喫
煙
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
た

め
、
血
圧
を
上
げ
、
腎
臓
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
喫

煙
中
の
方
は
禁
煙
を
し
ま
し
ょ

う
。

④
定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

　
う
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
尿
検
査
や
血
液
検
査

に
よ
っ
て
診
断
さ
れ
ま
す
。
定
期

的
に
健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
、

腎
機
能
が
低
下
し
て
い
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

※
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
は
血
圧
の
管

　理
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
（
①

　～
④
）
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
血
圧

　を
適
正
に
保
つ
こ
と
に
も
つ
な

　が
り
ま
す
。
定
期
的
に
血
圧
を

　測
定
し
、
血
圧
の
管
理
に
努
め

　ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

　
　
　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

～
日
頃
の
生
活
習
慣
を

　
　
　
　
　見
直
し
ま
し
ょ
う
～

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
悪
い
生
活
習
慣
が
重

な
り
、
徐
々
に
腎
臓
に
負
担
が
か

か
り
、進
行
し
て
い
く
病
気
で
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
す
る
と
、
腎
不
全

を
起
こ
し
、
腎
臓
が
働
か
な
く
な

り
、
透
析
や
移
植
を
必
要
と
す
る

状
態
に
な
り
ま
す
。

　今
回
は
腎
臓
を
守
り
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
話
し
し
ま
す
。

①
適
正
な
体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ

　
う
。

　内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、
腎

機
能
の
低
下
を
起
こ
し
や
す
く
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
発
症
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
腹
８
分

目
に
心
が
け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
適
度
な
運
動

を
継
続
し
、
肥
満
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。 

②
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

　塩
分
を
多
く
と
る
と
血
圧
が
上

が
り
、
腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
む
く
み
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
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平成25年度収集計画カレンダー・日付の記載誤りについて（お詫び）

　平成25年度収集計画カレンダー（出水地域・野田地域）の日付に次
のとおり記載誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
　なお、収集の曜日に変更はありません。
×誤
　2014（平成26）年３月

日 月 火 水 木 金 土
23 25 26 27 28 29 29

○正
　2014（平成26）年３月

日 月 火 水 木 金 土
23 24 25 26 27 28 29

問い合わせ先　　本庁市民生活課生活環境係　（☎63－4042）

　講
演
会
で
は
、
病
気
の
こ
と
を

皆
さ
ま
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
し
ま
す
。

日

　
時
　３
月
16
日
（
日
）

　午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

場

　
所
　鹿
児
島
県
医
師
会
館

　

　（鹿
児
島
市
中
央
町
８

－

１
）

問
い
合
わ
せ
先

　県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

　（☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７

　２
４
）

　２
月
４
日（
立
春
）か
ら
３
月
21

日（
春
分
の
日
）ま
で
の
間
、「
春

一
番
に
よ
る
海
難
防
止
強
調
運

動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
時
期

は
、南
よ
り
の
強
い
風
に
よ
り
過

去
に
幾
度
と
な
く
海
難
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
期
間
の
急
激
に
発
達
す
る

低
気
圧
に
関
す
る
危
険
性
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、最
新
の
気
象

海
象
情
報
を
入
手
し
、安
全
運
航

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　串
木
野
地
区
海
難
防
止
強
調
運

　動
推
進
連
絡
会
議
事
務
局

　

　海
上
保
安
協
会
串
木
野
支
部

　（☎
０
９
９
６

－

３
２

－

２
３

　６
２
）

春
一
番
に
よ
る
海
難
防
止

強
調
運
動



　卒
業
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多

く
の
若
者
が
新
し
い
環
境
の
も
と

で
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
悪
質
業
者
は
、
社
会
経
験

の
浅
い
若
者
を
狙
っ
て
、
様
々
な

手
口
で
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
ま
す

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
】

　駅
や
繁
華
街
の
路
上
な
ど
で
声

を
掛
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
装

い
、
営
業
所
や
喫
茶
店
等
に
連
れ

て
行
っ
て
商
品
な
ど
を
売
り
つ
け

ま
す
。

【
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
】

　電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
販
売
目

的
を
告
げ
ず
営
業
所
や
喫
茶
店
等

に
呼
び
出
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

等
を
売
り
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
出

会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
で
知
り
合

い
、
デ
ー
ト
を
装
い
高
額
な
商
品

を
購
入
さ
せ
る
「
デ
ー
ト
商
法
」

も
あ
り
ま
す
。

【
マ
ル
チ
商
法
】

　商
品
を
購
入
し
て
会
員
に
な

り
、
次
々
に
人
を
誘
っ
て
商
品
を

購
入
さ
せ
る
と
利
益
が
得
ら
れ
る

と
言
っ
て
勧
誘
し
ま
す
。

【
資
格
商
法
】

　職
場
に
突
然
電
話
が
あ
り
、
資

格
講
座
の
通
信
教
育
受
講
を
勧
め

ら
れ
て
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
し

て
い
る
と
執し

つ

拗よ
う

に
契
約
を
迫
り
ま

す
。

【
架
空
請
求
】

　身
に
覚
え
の
な
い
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用

料
等
を
、電
子
メ
ー
ル
や
は
が
き
・

電
話
等
で
請
求
し
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て

も
、
悪
質
業
者
は
あ
の
手
こ
の
手

で
迫
り
ま
す
。「
甘
い
誘
い
に
乗

ら
な
い
」「
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で

断
る
」「
契
約
の
内
容
は
し
っ
か

り
確
認
し
、
即
決
し
な
い
」「
不

審
に
思
っ
た
ら
相
談
す
る
」
こ
と

が
大
切
で
す
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
６
２
０
３
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　２
０
１
４（
平
成
26
）年
度
の
国

民
年
金
保
険
料
は
１
カ
月
あ
た
り

１
万
５
２
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

　保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
郵

便
局
を
含
む
金
融
機
関
と
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
の
窓

口
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

　保
険
料
の
支
払
い
方
法
に
よ
っ

て
は
、
下
の
図
の
よ
う
に
割
引
料

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替

や
２
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
・

２
月
末
申
込
締
切
）の
詳
細
に
つ

い
て
は
広
報
い
ず
み
２
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
付
加
保
険
料
に
つ
い
て

　国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
は
定
額
保
険
料
に
一
カ
月
あ
た

り
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
す
る
こ
と
で
、
将
来
受
給
す

る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　増
額
さ
れ
る
１
年
間
の
年
金

額
は「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

を
納
め
た
月
数
」と
な
り
、
例
え

ば
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年

間
付
加
保
険
料
を
納
め
た
方
は

「
２
０
０
円
×
４
８
０
カ
月（
40

年
）＝
９
万
６
０
０
０
円
」が
上
乗

せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
併
せ
て
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　１
号
被
保
険
者
の
方
で
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
は
、「
国
民

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
」ま
た
は「
学
生
納
付
特
例
制

度
」の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料

の
全
部
も
し
く
は
一
部
が
免
除
や

猶
予
と
な
り
ま
す
。
未
納
と
比
較

し
て
も
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す

の
で
保
険
料
の
納
付
が
滞
っ
て
い

る
方
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

開 催 日　４月 17 日（木）
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
開催場所
　本庁　３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員
　川内年金事務所職員
●予約受付期間
　３月 24 日（月）～４月 10 日（木）
　（土・日、休日を除く

午前８時 30 分～午後５時）
●予約申込先
　本庁　市民生活課住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）
※３月 20日開催の年金相談については
　広報いずみ２月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

若
者
を
狙
う
悪
質
商
法

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁及び野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁及び高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

2014（H2６） 年度
１カ月 ６カ月 12 カ月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額
毎月納付
（納付書による現金納付およ
び翌月末振替の口座振替）

15,250 円 − 91,500 円 − 183,000 円 −

当月末振替の口座振替 15,200 円 50 円 91,200 円 300 円 182,400 円 ６00 円

６カ月前納（現金納付） − − 90,7６0 円 740 円 181,520 円 1,480 円

６カ月前納（口座振替） − − 90,4６0 円 1,040 円 180,920 円 2,080 円

１年前納（現金納付） − − − ― 179,750 円 3,250 円

１年前納（口座振替） − − − − 179,1６0 円 3,840 円



出会い系サイトに関係した犯罪が多発しています。

　フィルタリングとは？

　携帯電話やパソコンなどのネット上で
の違法、有害情報をブロックし、見るこ
とができないようにする仕組みです。
　販売店に相談すれば無料または有料で
利用できるようになります。

・　外出時は、
短時間であっ
ても確実に鍵
をしましょう。

・　車内に貴重
品は置かない
ようにしまし
ょう。

＜１．全刑法犯の認知件数＞	 （※下段は対前年比）

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 総　数

2013 年
０ 13 169 ２ ０ 12 196

（－２） （－２） （－ 51） （－４） （±０） （+７） （－ 52）

○　総数で対前年比 52 件減と大幅に減少しました。
○　窃盗犯も対前年比 51 件減と大幅に減少しましたが、全体では 86. 2％
を占めています。

＜２．全刑法犯のうち重点犯罪の認知件数＞	 （※下段は対前年比）

住宅対象
侵 入 盗 性 犯 罪 万 引 き 自転車盗 車　 上

ね ら い 特殊詐欺 総　 数

2013 年
27 ０ 32 25 19 1 104

（－ 19） （±０） （－２） （－４） （－６） （－１） （－ 32）

○　総数で対前年比 32 件減と大幅に減少しました。
○　万引きが一番多く 32 件（30. 8％）で対前年比２件減、住宅対象侵入
盗は 27 件（26. 0％）で同 19 件減と大幅に減少しました。

＜３．少年の補導状況＞	 ※（　）内は女子の再掲。下段は対前年比。

小学生 中学生 高校生 有　職 無　職 その他 計

飲　　 酒
１（１） １（１）

+１（+１） +１（+１）

喫　　 煙
３（０） ２（０） ５（０） ５（１） ０（０） 15（１）

±０（±０）－４（－１）－２（－１）－３（－３）－１（－１）－10（－６）

深夜徘
はい

徊
かい ３（０） 22（10） １（１） ３（１） 29（12）

－８（－４）－３（+７）－10（－２）－13（－３） －34（－２）

怠　　 学
０（０） ０（０）

－３（－１） －３（－１）

金 品 等
持ち出し

１（０） ３（０） ４（０）
+１（±０）+３（±０） +４（±０）

暴走行為
１（０） １（１） ２（１）

+１（±０） ±０（+１） +１（+１）

そ の 他
１（０） １（１） ２（１）

+１（±０） +１（+１）+２（+１）

計
８（０） 28（11） ８（２） ８（２） １（１） 53（16）

－９（－５）－３（+７）－11（－２）－16（－６）±０（±０）－39（－６）

発生件数 死　者 負傷者

201４年
１ 月 中

15 件
（－ 12）

０人
（±０）

19 人
（－ 16）

2 0 1 4年
累 計

15 件
（－ 12）

０人
（±０）

19 人
（－ 16）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

出水市の安心安全度は？
（出水警察署管内：2013（平成25）年度中暫定値）

振り込め詐欺等の被害状況

深夜徘徊＝悪の入口

・　ツーロック
を励行しまし
ょう。

・　自転車を離れる時は確実に
鍵をかけましょう。
・　防犯登録をしましょう。（自
転車店、防犯協会でできま
す。）

○　管内の2013年中の補導状況
は、総数53人で前年比39人減
の大幅減少となりました。
○　全体的に減少している中で、
女子高校生の深夜徘徊が前年
比７人増と大きく増加し、中・
高校生による自宅からの金品
等持ち出し事案も発生してい
ます。
※　家庭、地域での目配り、気配
りで、「出水の宝子」を守り育
てましょう。



第
７
回
「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
」
が
、
１
月
25
日
（
土
）
に
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

各
種
団
体
、
学
校
関
係
者
等
、
約
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、『
小
原
乃
梨

子
の
「
朗
読
」
の
実
演
と
「
読
み
聞
か
せ
」

へ
の
想
い
』
を
メ
イ
ン
に
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
出
水
市
少
年
少
女
合

唱
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
出
水
市
読
書
の
歌

～
す
て
き
な
宝
物
～
」、全
国
家う

ち
ど
く読
の
歌
「
こ

こ
ろ
つ
な
い
で
」の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

渋
谷
市
長
が
「
こ
の
大
会
が
意
義
あ
る
大
会

と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
々
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
本
に
親
し
み
、
本
を
愛
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
読
書

活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
い
ろ

い
ろ
な
方
々
に
浸
透
・
定
着
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
出
水
市
民
が

心
豊
か
に
人
へ
の
思
い
や
り
を
持
ち
、
お
互

い
に
絆
を
深
め
、
助
け
合
っ
て
い
く
機
運
を

高
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
に
続
き
、
読
書
活
動
実
践
優
秀

団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
地
域
（
自
治
会
）・

学
校
・
保
育
園
・
各
種
団
体
か
ら
、
活
発
な

活
動
を
展
開
さ
れ
た
６
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
の
締
め
く
く
り
の
公
演
会
は
、
ア
ニ

メ
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
「
の
び
太
」
の
声
優

と
し
て
著
名
な
小
原
乃
梨
子
さ
ん
を
お
迎
え

し
、『
小
原
乃
梨
子
の「
朗
読
」の
実
演
と「
読

み
聞
か
せ
」
へ
の
想
い
』
と
い
う
演
題
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
自
身
の
「
読
み
聞
か
せ
」
の
原
点
と
な

っ
た
子
ど
も
時
代
の
お
話
も
あ
り
、
そ
の
中

で
、
幼
い
こ
ろ
病
弱
で
本
を
読
む
こ
と
が
一

番
の
楽
し
み
で
あ
り
、
六
法
全
集
か
ら
落
語

の
本
ま
で
様
々
な
本
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
て

お
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
ご
両
親
に
「
読
み

聞
か
せ
」
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
今

の
自
分
に
つ
な
が
る
と
い
う
趣
旨
の
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、『「
読
み
聞
か
せ
」
は

愛
そ
の
も
の
で
す
。』
と
い
う
言
葉
で
小
原

乃
梨
子
さ
ん
の
「
読
み
聞
か
せ
」
へ
の
あ
つ

い
想
い
を
強
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
皆
さ
ま
へ
の
お
土
産
で
す
。」
と

発
声
の
仕
方
の
実
演
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
、
素
敵
な
歌
声
も
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

次
に
、「
ス
イ
ミ
ー
」、「
ち
い
ち
ゃ
ん
の

か
げ
お
く
り
」
の
朗
読
と
続
き
、
効
果
音
、

照
明
を
駆
使
し
た
舞
台
は
観
客
の
心
を
一
瞬

に
し
て
捉
え
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
事
前
に
市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
質
問
に
答
え
る
「
質
問
コ
ー
ナ

ー
」
も
あ
り
、「
声
優
に
な
る
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。」
と
い
う
質
問
に

対
し
き
っ
ぱ
り
と
「
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
。」

と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
何
事

に
対
し
て
も
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
」、「
童
話
と
詩
を
読
む
こ
と

の
大
切
さ
」
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長
く
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

の
公
演
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
す
ば
ら
し

い
時
間
で
し
た
。

　ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
市
立
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
・
商
業
高
校
の
読
書
活
動
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
と
読
書
標
語
の
特
選
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
パ
ネ
ル
を
熱
心
に
見
学
す
る

参
加
者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

第７回　読書活動日本一のまちづくり推進大会を開催
記念公演　『小原　乃梨子の「朗読」の実演と「読み聞かせ」への想い』

質問コーナー 講演朗読



今
回
の
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

【
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体

　表
彰
者
】

 ◎

優
秀
実
践
地
域

・
新
蔵
上
自
治
会

　

・
唐
笠
木
自
治
会

 ◎

優
秀
実
践
保
育
園

・
東
出
水
保
育
園

 ◎

優
秀
実
践
校

・
荘
小
学
校

・
米
ノ
津
中
学
校

 ◎

優
秀
実
践
各
種
団
体

・
大
川
内
中
学
校
文
芸
サ
ー
ク
ル

　
　
　「ハ
ッ
ピ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
」

出水市立中央図書館・出水歴史民俗資料館
臨時休館のご案内

　出水市立中央図書館・出水歴史民俗資料館では、
図書や貴重な歴史資料を害虫などから守り、末永
く保存・展示していくために、館内の消毒・くん
蒸を実施します。そのため、次のとおり臨時に休
館します。
　なお、この期間は敷地内への立ち入りはできま
せんので、ご了承ください。

期　間　４月７日（月）～同 10 日（木）
※	正面玄関横のブックポストもご利用いただけ
ません。期間中に本を返却される場合は、西
町公民館または、米ノ津公会堂のブックポス
トをご利用ください。

※	高尾野図書館・郷土館、野田図書館・史料館
は通常どおり開館します。

「ブックリサイクルデー」を開催します！

　除籍対象となった本を有効活用するため、市
民の皆さんに無償でお譲りする「ブックリサイ
クル」を開催します。

日　時　３月 15 日（土）～同 16 日（日）
　　　　午前９時～午後６時
場　所　中央図書館　研修室
内　容　絵本、小説（文庫本、ハードカバー本）
　　　　実用書など
その他　なくなり次第終了します。

問い合わせ先
　　中央図書館（☎ 63 － 2105）

表彰式

司会進行の出水商業高校図書委員

出水市少年少女合唱団
によるオープニング

読書活動パネル等



≪幼児・小学生≫

●「あなたのママはね｣ ケリー・ベネット　文
●「いちにちどうぶつ」 ふくべ　あきひろ　作
●「だるまなんだ」 おおなり　修司　文
●「どーしたどーした」 天童　荒太　文
●「あのひのクジラ」 ベンジー・デイヴィス　作
●「ぐるぐるちゃんとふわふわちゃん」 長江　青　文・絵
●「ごあいさつなあに」 はた　こうしろう　作・絵
●「いすおばけ　ぐるぐるんぼー」 角野　栄子　作
●「しあわせなワニくんかんちがいレストラン」神沢　利子　作 
●「とことんトマトン」 高山　栄子　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「ヨーロッパがわかる」 明石　和康　著
●「心は前を向いている」 串崎　真志　著
●「中学生に贈りたい心の詩 40」 水内　喜久雄　編著

・・・・・等
≪一般≫

●「陰陽師　蒼猴ノ巻」 夢枕　獏　著
●「その峰の彼方」 笹本　稜平　著
●「天使の子｣ 小手鞠　るい　著
●「彼が通る不思議なコースを私も」 白石　一文　著
●「お父さんと伊藤さん」 中澤　日菜子　著
●「101 年目の孤独」 高橋　源一郎　著
●「渡良瀬｣ 佐伯　一麦　著
●「黄昏の光と影」 柴田　哲孝　著
●「父の生きる」 伊藤　比呂美　著
●「迷宮捜査」 緒川　怜　著
●「シュレーダーの階段」 小島　達矢　著
●「ワースト・インプレッション」 滝田　務雄　著
●「渋谷署強行犯係　虎の尾｣ 今野　敏　著
●「とまどい本能寺の変」 岩井　三四二　著
●「トラップ」 相場　英雄　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時～午後６時

17日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時

21日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100） 24日

３月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

３月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ４日
18日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

11日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00

５日
19日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 12日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ６日
20日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00

13日屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00
７日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 14日
28日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

３月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

５、12、19日
午後４時～

だっこＤＥえほん 22日（土）
午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

３、10、17、24、31 日
午後４時～　

親子読書教室 
「すくすく」

11日（火）
午前10時30分～　

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

６、13、20、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん ６日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（日）
午後７時～

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

（中の市のため）

【児童書】

『おうちにいれちゃだめ』
ケヴィン・ルイス　作

フレーベル館
　ムシやどうぶつがだいすき
な少年リヴィングストンは、
いろんな生きものを家にもち
かえってしまいます。ムシに
はじまり、ネズミ、ブタ・・・。
そのたびにママにしかられる
のですが、どんどん大きな生
きものをもちかえり・・・。
わくわくするおはなしと、き
れいな絵がとてもすてきなえ
ほんです。

【一般書】

『ぼくは戦争は
大きらい』

やなせ	たかし　作
小学館

　正義のヒーロー、アンパ
ンマンの生みの親は、軍隊
経験者でした。昨年惜しま
れながらこの世を去った作
者の戦争・軍隊体験記です。
上陸先の中国で紙芝居を
行った等、やなせさんらし
い逸話もありますが、最初
と最後に書かれている「ぼ
くは戦争も軍隊も大きら
い」という言葉が心に残り
ます。
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　１
月
18
日
、
本
町
通
り（
栄
町

吉
原
商
事
前
～
中
町
吉
村
金
物
店

先
）で「
土
曜
祭
～
恋
す
る
商
店
街

～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　栄
町
商
店
街
協
同
組
合
と
中
央

商
店
街
協
同
組
合
の
若
手
店
主
の

皆
さ
ん
等
が
商
店
街
活
性
化
の
た

め
に
立
ち
上
が
り
、
出
水
商
工
会

議
所
や
出
水
市
飲
食
業
組
合
、
そ

う
し
ん
杉
の
子
会（
鹿
児
島
相
互

信
用
金
庫
）等
の
協
力
の
も
と
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
中
小
企
業

庁
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
１
日
限
定
で
歩
行
者

天
国
と
な
っ
た
本
町
通
り
で
、
ダ

ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ス
テ
ー
ジ

や
路
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や
マ
ル

シ
ェ（
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
利

用
し
た
特
産
品
等
の
販
売
）な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。　ま

た
、
出
水
市
本
町
通
り
商
店

街
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ

イ
ト
で
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ヒ
ッ
ト
曲「
恋
す
る

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」本
町

　本
市
に
渡
来
す
る
ツ
ル
類
の
保
護
を
考
え
る「
国
際
ツ
ル
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」と
生
き
も
の
と
人
と
の
共
生
を
考
え
る「
生
き
も
の
と

人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
１
月
18
日
、
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「国
際
ツ
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
韓

国
、
中
国
、
日
本
の
ツ
ル
の
研
究
者
等
に
よ
る
繁
殖
地
や
中
継
地

に
お
け
る
現
況
や
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
国
際
協
力

の
重
要
性
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　前
日
の
17
日
と
18
日
の
午
前
中
に
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

で
各
国
の
保
護
の
取
り
組
み
や
課
題
、
足
環
情
報
に
つ
い
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
間
で
の
情
報
交
換
や
課

題
解
決
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、

ト
キ
の
佐
渡
市
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
豊
岡
市
、
ナ
ベ
ヅ
ル
の
周
南
市
、

韓
国
の
順
天
市
、
出
水
市
の
５
市
の
市
長
、
副
市
長
等
に
よ
る
大

型
の
鳥
の
保
護
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
18
日
と
19
日
の
２
日
間
、
青
年
の
家
に
て

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
」が

開
催
さ
れ
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
あ
る
宮
城
県
、

愛
知
県
、
沖
縄
県
と
、
佐
渡
市
、
豊
岡
市
、
周
南
市
、

出
水
市
の
子
ど
も
た
ち
36
人
が
参
加
し
、
環
境
保
全

に
関
す
る
知
識
や
経
験
な
ど
を
話
し
合
い
、
お
互
い

に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

商
店
街
が
歩
行
者
天
国
に
！

本
町
通
り
土
曜
祭
　～
恋
す
る
商
店
街
～

Ver.
の
撮
影
も
あ
り
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多
く
の
人
が
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せ
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大
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に
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り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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ル
な
ど
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の
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に
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け
て

国
際
ツ
ル
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ン
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ム
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出
水
チ
ー
ム
７
連
覇
達
成

支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　県内のソフトボール公式審判員が選手となって競
う第40回鹿児島県ソフトボール協会支部対抗大会が
11月24日、阿久根市で開催されました。
　各支部など11チームが参加して熱戦が繰り広げら
れ、出水チーム（東畠努監督）が平成19年の出水大会
の優勝を皮切りに今大会で７連覇を達成しました。
　前日には、試合での判定技術向上のための講習会
なども行われました。

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
来
訪

国
民
文
化
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　第30回国民文化祭・かごしま2015の開催をＰＲす
るキャラバンカー「クロッシー１号」が本市を訪れま
した。
　県内企業から提供された車体には、高校生による
デザインと県マスコットキャラクターの「ぐりぶー」
やロゴマークがラッピングされており、今後、県内
外を走行しながら国民文化祭をＰＲして回るそうで
す。

満
開
の
桜
を
願
っ
て

高
尾
野
駅

　２月１日、肥薩おれんじ鉄道高尾野駅で桜の植樹
祭が行われました。
　これは、高尾野駅に桜の木を植える会（福永隆生
会長）が地域の活性化を願って実施したもので、植
樹は、高尾野小学校と高尾野中学校の児童生徒など
により行なわれました。
　桜の木がすくすくと成長し、地域を見守ってくれ
るよう願いながら、８本の桜の木が植樹されました。

防
疫
体
制
に
万
全
の
対
応
を

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　１月29日、第２回出水市鳥インフルエンザ等連絡
会議が生産者やマルイ農業協同組合などの関係者出
席のもと開かれました。
　韓国や中国で高病原性鳥インフルエンザが発生
し、感染が拡大していることを受けての緊急開催。
　関係機関で実施している防疫体制の報告のあと、
防鳥ネットなど日常的な施設の点検や観察につい
て、指導徹底することなどを確認しました。

　本年産葉たばこの種まきが、１月23日、出水地区
たばこ共同育苗センターで関係者出席のもと行われ
ました。
　昨年度は野田町の山田稔和さんが農林水産大臣
賞、出水西総代区が県知事賞を受賞するなど、生産
者の努力により高い評価を得ました。
　本年度も19農家で3,675㌃が作付けされ、昨年度
を上回る品質のものが期待されています。

高
品
質
を
願
い

葉
た
ば
こ
種
ま
き

み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財

感
応
寺
防
火
訓
練

　１月26日、火災などの災害から文化財を守ること
を目的とした文化財防火デーに合わせ、県指定文化
財である十一面千手観音像等がある感応寺で防火訓
練が行われました。
　消防署員のほか、地域住民約20人も参加し、通報
訓練・文化財搬出訓練やポンプ車を使った放水訓練
等が行われ、参加者たちは文化財の大切さと防災に
対する意識を高めていました。



広報いずみ 2014（平成 26 年）３月25 広報いずみ 2014（平成 26 年）３月 24

昔
な
が
ら
の
方
法
で

北
さ
つ
ま
漁
協
出
水
支
所

　本市の海苔養殖が最盛期を迎える中、１月26日、
出水天

あ ま の り

恵海苔グループと北さつま漁業協同組合出水
支所主催による、海

の り

苔の手漉き・天日乾燥等の体験
会が開催されました。
　当日は、かごしまホンモノの食研究会の方等が参
加し、昔ながらの方法で海苔の手漉きや天日乾燥等
が再現され、手漉きされた海苔が天日乾燥のために
整然と並べられていました。

故
郷
へ
の
思
い
を
歌
に
込
め

第
２
回
音お
ん
が
く鶴
フ
ェ
ス

　２月２日、市文化会館および音楽ホールで、出水
商工会議所青年部（枦山卓二会長）が主催する「第２
回音鶴フェスinいずみ」が開催されました。
　ご当地オリジナルＳＯＮＧコンテストでは、８組
の参加者が、故郷いずみに対する思いを歌にのせて
披露しました。
　また、歌手の相川七瀬さんと岡本真夜さんのゲスト
ライブもあり、会場は大いに盛り上がっていました。

広
げ
よ
う
女
性
の
輪
と
和

 

出
水
市
女
性
大
会

　２月10日、市音楽ホールにおいて、出水女性団体
連絡会（７団体）、高尾野町女性グループひまわりの
会（３団体）、野田町女性団体連絡協議会（５団体）等
の参加により出水市女性大会が開催されました。
　「手をつなぎ、広げよう女性の輪と和」を大会テー
マに、活動方針の確認や、活動発表、講演会等が行
われました。大会では、これまでの活動が一層推進
されるようにと大会宣言が決議されました。

女
性
消
防
団
員
が
研
修

女
性
消
防
団
員
研
修
会

　（一財）鹿児島県消防協会による、第６回女性消防
団員研修会が、２月８日、本市で開催されました。
　当日は、県内各地から多くの女性消防団員が参加
しました。研修会では、本市消防団と徳之島町消防
団の活動事例発表や、鹿児島市消防団等による寸劇
等もあり、県消防学校の元教官である上木氏による
「頑張ろう！女性消防団」と題した講演もありまし
た。

早
春
の
隼
人
路
を
駆
け
る

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

　１月26日、第27回県地区対抗女子駅伝競走大会が
開催され、霧島市隼人運動場をスタート・ゴールと
する全６区間21.0975㎞で争われました。
　出水地区チームは、３区で区間賞を獲得（清水遥
加選手：出水中２年）するなどエース不在の中、県
内トップクラスの中高生と一般選手の粘りのある走
りで、総合５位と健闘しました。ご支援・ご声援い
ただいた皆さまありがとうございました。

彼
岸
花
を
植
栽

出
水
養
護
学
校
の
斜
面
に

　１月22日、出水養護学校ののり面に、彼岸花の苗
の植栽が行われました。
　市職員や消防職員、出水養護学校の生徒ら約50人
の参加により行われ、花が咲いた時に大きく「ＩＺ
ＵＭＩ」の文字が浮かぶように、また、文字の下側
にもたくさんの花が咲くようにと、多くの苗が植え
付けられました。



　このページは、有料広告を掲載するページです。
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  不動産取引を通じて地元の 

   皆様のお役に立てれば幸いです！ 

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

ヤクルト化粧品は、素肌を健康にしてくれる成分

『乳酸菌はっ酵エキス』配合の安心で安全な化粧品です。

　　ヤクルト化粧品を体感してみませんか？
　　　　　サンプルプレゼント実施中!!
　川内ヤクルト販売㈱出水サロン
　住所/出水市中央町1466(八幡神社近く）
　電話/0120-30-4699（フリーダイヤル）

乳酸菌のチカラを素肌のチカラに．．．
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チ
サ
）

乗

　
田

　
晃み
つ
き輝	

（
征
樹
）

池

　
脇

　
実み
は
な花	

（
信
也
・
さ
と
み
）

大

　
原

　
望せ
い
ら愛	

（
優
子
）

安

　
樂

　
菜な

な

こ
々
子（
龍
之
介
・
淑
恵
）

坂

　
本

　
聖せ
い
や哉	

（
大
樹
・
妙
子
）

松

　
山

　
剣け
ん
ご冴	

（
恭
兵
・
令
奈
）

神
之
田

　
彩さ

き希	

（
正
彦
・
恵
）

埀

　
門

　
美み

か華	

（
裕
也
・
弥
生
）

山

　
中

　
陽ひ
よ
り愛	
（
大
輔
・
莉
奈
）

（
12
月
28
日
～
１
月
31
日
届
け
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

井

　
上

　
フ
ミ	

96	

平
良
馬
場

本

　
藏

　
ひ
と
み
44	

六
月
田
中

柏

　
木

　
誠	

86	

屋

地

飯

　
尾

　
エ
ミ
子
78	

新

町

竹

　
下

　
ヨ
シ	

96	

諏
訪
馬
場

野

　
付

　
一
夫	

57	

上
水
流

　
松

　
恒
子	

78	

中

　
郡

宮

　
前

　
龍
雄	

78	

上
餅
井

松

　
元

　
キ
ミ
ヱ
84	鶴寿

会
た
か
お
の

山

　
本

　
春
子	

89	

上
沖
田

佐

　
藤

　
菊
雄	

87	

花
立
西

山

　
華

　
泉	

69	

天
神（
出
水
）

小
山
田

　
マ
ス
エ
90

　
鶴
寿
園

福

　
田

　
强	

69	

下

山

　
山

　
義
行	

89	

小

　
松

肱

　
黒

　
仁
美	

79	

早

馬

中

　
原

　
福
代	

79	野
添
下（
高
尾
野
）

吉

　
田

　
文
英	

78	

小

松

香
典
返
し
寄
付

　

	〈
敬
称
略
〉

山

　
華

　
裕
子	

（
天
神（
出
水
））

野

　
付

　
す
ま
子（
上
水
流
）

肱

　
黒

　
ノ
ブ
子（
早

　
　
馬
）

片

　
山

　
行
治	

（
小

　
　
松
）

浦

　
本

　
藤
義	

（
掛

　
　
腰
）

平

　
山

　
純
子	

（
諏
訪
馬
場
）

鶴

　
﨑

　
幸
雄	

（
蕨

　
　
島
）

本

　
藏

　
力	

（
六
月
田
中
）

井

　
上

　
誠	

（
平
良
馬
場
）

小
山
田

　
敏
明	

（
福
岡
県
）

末

　
永

　
正
義	

（
山

　
　
下
）

御

　
厨

　
新
三
郎（
埼
玉
県
）

岡

　
本

　
正
男	

（
熊
本
県
）

房

　
村

　
良
昭	

（
朝
日
町
）

山

　
元

　
和
博	

（
石
坂（
出
水
））

梶

　
原

　
和
博	

（
埼
玉
県
）

大

　
漉

　
博
志	

（
西

　
　
町
）

小

　
村

　
サ
ツ
エ（
大

　
　
平
）

松

　
永

　
和
男	

（
向

　
　
江
）

松

　
永

　
由
美
子（
向

　
　
江
）

開

　
　
　
道
穂	

（
諏
訪
馬
場
）

丸

　
尾

　
明
子	

（
上
村
東
）

飯

　
尾

　
用
二	

（
新

　
　
町
）

片

　
山

　
四
郎	

（
小

　
　
松
）

新

　
穗

　
重
德	

（
蓮
尺
野
）

外

　
園

　
哲
雄	

（
下
平
野
）

岩

　
下

　
イ
ト
エ
92	

米
ノ
津
東

岩

　
間	

ア
サ
キ
ク
89	

米
ノ
津
東

帆
木
上

　
ミ
チ	

89	

帆
木
ノ
上

下

　
田

　
ミ
ド
リ
89	上

の
原（
高
尾
野
）

齊

　
藤

　
時
夫	

88	

表

上

柳

　
　
　
ヒ
デ	

92	

香

月

積

　
山

　
泉	

45	

早

馬

黒

　
木

　
正	

88	

鶴
寿
園

野

　
口

　
ミ
ツ
エ
85	

上
り
立

（
12
月
28
日
～
１
月
31
日
届
け
出
分
）

堤

　
下

　
忠	

（
平

　
　
坊
）

榎

　
木

　
久
子	

（
名
古
東
）

𠮷𠮷

　
田

　
順
子	

（
町（
高
尾
野
））

本

　
田

　
倭
代	

（
米
ノ
津
駅
通
り
）

花

　
園

　
浩
幸	

（
仮

　
　
屋
）

平

　
　
　
秀
夫	

（
鹿
児
島
市
）

高

　
橋

　
ス
ギ	

（
政

　
　
所
）

中

　
野

　
ス
ミ
ヱ（
東
辺
田
）

松

　
本

　
ス
ミ	

（
芭

　
　
蕉
）

橋

　
口

　
涼
子	

（
桜

　
　
町
）

尾

　
上

　
美
千	

（
鹿
島
住
宅
）

南

　
津

　
美
代	

（
宇
都
野
々
）

原

　
口

　
ヒ
サ	

（
小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

）

堂

　
脇

　
智
恵
子（
下

　
　
中
）

古

　
川

　
厚	

（
米
ノ
津
駅
通
り
）

吉

　
田

　
サ
ダ
子（
上
水
流
）

小

　
山

　
フ
ジ
エ（
沖

　
　
田
）

先

　
﨑

　
民
子	

（
野
添（
出
水
））

野

　
涯

　
裕
子	

（
千
間
山
）

池

　
上

　
美
智
子（
広

　
　
瀬
）

折

　
田

　
静
彦	

（
早

　
　
馬
）

平

　
　
　
泰
雄	

（
荒
崎（
高
尾
野
））

南

　
園

　
サ
ツ
キ（
今
釜
東
）

花

　
園

　
靖
夫	

（
早

　
　
馬
）

松

　
岡

　
澄
子	

（
上
古
市
）

岡

　
野

　
力	

（
神
奈
川
県
）

村

　
原

　
幸
夫	

（
太
田
原
住
宅
）

中

　
元

　
幸
子	

（
上
沖
田
）

宮

　
田

　
美
紀	

（
鹿
児
島
市
）

江

　
波

　
明	

（
西
新
田
）

　
池

　
良
子	

（
仮

　
　
屋
）

冨

　
田

　
ハ
ル
エ（
下
平
野
）

田

　
島

　
タ
エ
子（
松

　
　
尾
）

岩

　
﨑

　
哲
也	

（
今
釜
中
）

金

　
子

　
道
子	

（
中
塩
屋
）

大

　
平

　
健
一	

（
山
口
市
）

江

　
波

　
実
男	

（
西
新
田
）

花

　
木

　
サ
キ
子（
下

　
　
山
）

下

　
田

　
正
二	

（
上
の
原（
高
尾
野
））

小
田
原

　
久
子	

（
松
ヶ
野
）

積

　
山

　
浩	

（
早

　
　
馬
）



当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

３　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419

［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

９日（日）

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350

［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67−2600

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

16日（日）

［当・児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

［当］福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62−8200

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

21日（金）

［当］よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63−7800

［当］東医院 整形外科 六月田中 ☎67−1861

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

23日（日）

［当］よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63−1112

［当・児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

30日（日）

［当］奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82−3998

［当］つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67−5560

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611



水道修繕工事当番事業者

火の元には十分注意しましょう！

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
３月１日〜２日 ことぶき電気設備 ☎62−0313

携帯電話
（090−7397−7898）

慶 越 組 ☎82−0442

携帯電話
（090−7154−7490）

３月３日〜９日 道 添 建 設 ☎62−3833 川 窪 建 設 ☎82−0376

３月10日〜 16日 川 島 工 建 ☎63−6685 軸薗設備工業 ☎82−0889

３月17日〜 23日 出水合同電設 ☎62−0676 柏 木 産 業 ☎82−1474

３月24日〜 30日 山門電気商会 ☎67−1066 三 友 建 設 ☎82−0173

3月31日 司 工 業 ☎63−7485 別府水道住宅設備 ☎84−2080

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年１月１日〜同１月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（−２） 　０件（−１） ０人（　０） ０人（　０） 205件（＋４） 118人（＋９）

2014年の累計 ０件（−２） ０件（−１） ０人（　０） ０人（　０） 205件（＋４） 118人（＋９）

※（　）内の数字は前年同月比

○確定申告等申告相談（３月３日～同６日・高尾野支所大会議室）
○確定申告等申告相談（３月７日～同14日・本庁202会議室）
１日（土）▶春季全国火災予防運動に伴う防火パレード（午前９時・市内一円）
21日（金）・22日（土）▶中の市（午前７時・高尾野駅前通りほか）

３月の主な行事

３月２日
白男川歯科医院 歯科 ☎63−0009 向 江
か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿 島

３月9日
ちゃえん歯科 歯科 ☎67−2325 六月田下
ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春 日 町
エ ン ジェル薬局 ☎65−7637 天神（出水）

３月16日
田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0888 東大野原
さ く ら 薬 局 ☎63−7700 向 江
か り ん 薬 局 ☎64−1400 向 江

３月21日
児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86−1266 長 島 町
こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖 田
あ じ さ い 薬 局 ☎67−2055 六月田下

３月23日
徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67−3608 元町（出水）
あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿 島

３月30日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0508 阿久根市
いまがま調剤薬局 ☎65−7550 今 釜 西

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



　１
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
、

出
水
商
業
高
校
生
の
職
場
体
験

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
４
日
間

の
実
習
の
中
で
、
来
館
者
へ
の

案
内
や
電
話
応
対
な
ど
の
業
務

を
体
験
し
た
ほ
か
、
ツ
ル
や
野

鳥
、
は
く
製
製
作
に
関
す
る
展

示
を
企
画
し
、
来
館
さ
れ
る
方

が
パ
ネ
ル
展
示
や
ク
イ
ズ
、
学

習
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
楽
し
く

学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
を
、
業
務
の

合
間
に
一
生
懸
命
作
成
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　通
常
の
資
料
と
併
せ
て
展
示

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。
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ツルが繁殖地に帰ることをなんと
いっているでしょう？
Ａ　北帰行
Ｂ　北回帰
Ｃ　北移動
☆　答えは来月号で。
　　先月号の答えは
　　Ａ　約 300 種　でした。

　表紙取材レポ（今月の表紙写真）
については、23 ページの本町通
り土曜祭～恋する商店街～の記事
をご覧ください。

　ツ
ル
保
護
等
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
出

水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
樗
木
喜
久
男
会
長
）

が
、
県
ツ
ル
保
護
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　県スポーツ少年団競技別交歓大会（剣道競
技）において見事優勝し、全国大会出場を前
に市長を訪問した出水剣友スポーツ少年団の
皆さん。

製作の様子

　出水地区交通安全協会の役員等、長年にわ
たる交通安全指導等の功績を評価され、交通
安全功労者表彰・緑十字銀章を受賞された、
古川高明さん（米ノ津駅通り自治会）と出口
義信さん（さぎやな自治会）。

　ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
で
利
用
し
て
ほ
し
い

と
㈱
小
田
平
建
設
（
小
田
平
清
孝
代
表
取
締

役
）
か
ら
、
木
製
ベ
ン
チ
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

　肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
開
業
10
周

年
を
記
念
し
て
、
Ｃ
Ｄ
を
作
成
さ
れ

た
作
詞
の
椎
木
重
治
さ
ん
、
歌
手
の

先
立
か
ず
代
さ
ん
。


